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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 3,132 50.3 485 58.0 489 59.2 261 30.3

2021年３月期第３四半期 2,084 44.1 307 258.8 307 259.7 201 413.4

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 295百万円（46.8％） 2021年３月期第３四半期 201百万円（414.4％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 111.52 110.73

2021年３月期第３四半期 95.29 94.16

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 3,418 2,850 82.0

2021年３月期 3,137 2,531 80.1

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 2,799百万円 2021年３月期 2,514百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 30.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,300 39.5 650 25.6 630 20.5 350 19.3 148.88

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 2,399,600株 2021年３月期 2,392,600株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 44,066株 2021年３月期 47,188株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 2,349,262株 2021年３月期３Ｑ 2,110,815株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動：無

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い国内外経済に深刻な

影響が長期間に及ぶとの懸念が高まっており、先行きは不透明な状況にあります。

　このような環境のもと、当社グループは、創業以来培ってきた営業、マーケティング、そしてテクノロジーのノ

ウハウを活用して、「法人営業の新しいスタイルを創造する」事業の拡大に取り組んでまいりました。当第３四半

期連結累計期間の売上高は、営業を中心とした人材採用の強化と費用対効果の高い集客施策の実施に加え、テレワ

ーク関連カテゴリーを中心とした掲載製品数の増加に伴い資料請求数が増加したことから、オンラインメディア事

業を中心に拡大基調で推移いたしました。また、前連結会計年度より連結子会社となりました株式会社Innovation 

IFA Consultingが提供する金融プラットフォーム事業においても売上に寄与し始めてきたことにより、当第３四半

期連結累計期間における当社グループの売上高は3,132,816千円（前年同期比50.3％増）、営業利益は485,963千円

（前年同期比58.0％増）、経常利益は489,991千円（前年同期比59.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は261,992千円（前年同期比30.3％増）となりました。

　当第３四半期連結累計期間の報告セグメント別の業績の詳細は、次のとおりであります。

　なお、前連結会計年度より新たに連結子会社となった株式会社Innovation IFA Consultingが提供しております

金融プラットフォーム事業は「その他」の事業区分としておりましたが、重要性が増したため第１四半期連結会計

期間より独立表記しております。前連結会計年度より新たに連結子会社となったため、前年同期比較情報はありま

せん。

（オンラインメディア事業）

　オンラインメディア事業の主力である「ITトレンド」におきましては、当第３四半期連結累計期間の来訪者数

（延べ人数）は13,849,436人（前年同期比14.3％増）となりました。また、掲載製品数が2,377製品（前年同期は

1,698製品）と前年同期に比べ40.0%増加したことに伴い資料請求数が増加したこと及び、ITトレンドEXPOが計画通

り進捗したこと等により、オンラインメディア事業の売上高は2,247,627千円（前年同期比29.6％増）、セグメン

ト利益は790,908千円（前年同期比26.5％増）となりました。

（ＩＴソリューション事業）

　ＩＴソリューション事業の主力製品である「List Finder」におきましては、当第３四半期連結会計期間のアカ

ウント数は484件（前年同期比3.9％増）となりました。また、アカウント当たりの単価は上昇し続けていること等

によりＩＴソリューション事業の売上高は357,109千円（前年同期比2.4％増）となりました。利益面におきまして

は、コクリポウェビナーのユーザーインターフェース機能改善開発等の結果、セグメント利益は71,524千円（前年

同期比31.7％減）となりました。

（金融プラットフォーム事業）

　金融プラットフォーム事業におきましては、独立系フィナンシャルアドバイザーの増員等による体制強化に注力

いたしました。当第３四半期連結累計期間における金融プラットフォーム事業の売上高は523,850千円、セグメン

ト利益は93,436千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　　資産、負債及び純資産の状況

　資産につきましては3,418,206千円となり、前連結会計年度末に比べ281,108千円増加いたしました。これは主

に、現金及び預金が42,680千円、前払費用が39,690千円、ソフトウエア仮勘定が42,191千円及び投資有価証券が

158,297千円増加したことによるものであります。

　負債につきましては567,548千円となり、前連結会計年度末に比べ38,160千円減少いたしました。これは主に、

賞与引当金が47,268千円及びその他の流動負債が29,961千円増加し、未払費用が36,178千円及び未払法人税等が

73,757千円減少したことによるものであります。

　純資産につきましては2,850,657千円となり、前連結会計年度末に比べ319,268千円増加いたしました。これは主

に、資本金と資本剰余金がそれぞれ10,517千円増加したこと及び親会社株主に帰属する四半期純利益261,992千円

を計上したことによるものであります。

- 2 -

株式会社イノベーション(3970) 2022年３月期 第３四半期決算短信



売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰

属する

当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想（A) 3,740 590 590 325 138.25

今回発表予想（B) 4,300 650 630 350 148.88

増減額（B-A) 560 60 40 25 ―

増減率（％） 15.0 10.2 6.8 7.7 ―

（ご参考）前期実績

（2021年３月期）
3,083 517 522 293 135.27

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

前回発表予想
円 銭

―

円 銭

0.00

円 銭

―

円 銭

27.80

円 銭

27.80

今回修正予想 30.00 30.00

当期実績 ― 0.00 ―

（ご参考）前期実績

（2021年３月期）
― 0.00 ― 0.00 0.00

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループは、2022年３月期通期連結業績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたしました。詳細につきま

しては、本日（2022年２月９日）公表いたしました「2022年３月期通期連結業績予想及び配当予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。

①2022年３月期通期連結業績予想の修正

（単位：百万円）

②配当予想の修正
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,997,781 2,040,461

受取手形及び売掛金 500,532 492,931

前払費用 30,141 69,832

その他 61,770 71,103

貸倒引当金 △397 △354

流動資産合計 2,589,828 2,673,974

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 13,978 12,889

工具、器具及び備品（純額） 8,086 5,966

有形固定資産合計 22,065 18,856

無形固定資産

ソフトウエア 104,074 126,316

ソフトウエア仮勘定 29,610 71,801

無形固定資産合計 133,684 198,117

投資その他の資産

投資有価証券 266,558 424,856

関係会社株式 6,600 6,600

従業員に対する長期貸付金 3,300 3,300

繰延税金資産 88,433 61,862

その他 27,137 31,264

貸倒引当金 △510 △625

投資その他の資産合計 391,519 527,257

固定資産合計 547,269 744,231

資産合計 3,137,097 3,418,206

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 164,250 153,714

未払法人税等 146,837 73,080

未払費用 138,912 102,733

賞与引当金 － 47,268

その他 143,120 173,082

流動負債合計 593,120 549,878

固定負債

株式給付引当金 12,588 17,501

その他 － 168

固定負債合計 12,588 17,670

負債合計 605,709 567,548

純資産の部

株主資本

資本金 991,229 1,001,746

資本剰余金 970,639 981,156

利益剰余金 592,454 854,447

自己株式 △40,066 △37,607

株主資本合計 2,514,256 2,799,743

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △276 3,443

その他の包括利益累計額合計 △276 3,443

非支配株主持分 17,407 47,470

純資産合計 2,531,388 2,850,657

負債純資産合計 3,137,097 3,418,206
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 2,084,160 3,132,816

売上原価 1,056,891 1,554,540

売上総利益 1,027,268 1,578,275

販売費及び一般管理費 719,772 1,092,311

営業利益 307,496 485,963

営業外収益

受取利息 61 1,516

助成金収入 － 4,319

雑収入 188 475

営業外収益合計 249 6,311

営業外費用

支払利息 46 0

支払手数料 － 701

投資事業組合運用損 － 1,581

雑損失 0 －

営業外費用合計 46 2,283

経常利益 307,699 489,991

特別損失

固定資産除却損 － 3,079

特別損失合計 － 3,079

税金等調整前四半期純利益 307,699 486,912

法人税、住民税及び事業税 119,457 169,927

法人税等調整額 △12,892 24,929

四半期純利益 201,133 292,055

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 30,062

親会社株主に帰属する四半期純利益 201,133 261,992

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 201,133 292,055

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 407 3,719

その他の包括利益合計 407 3,719

四半期包括利益 201,541 295,775

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 201,541 265,712

非支配株主に係る四半期包括利益 － 30,062

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、オンラインメディア事業の一部サービスについて、従来は、総額で収益を認識しておりましたが、

顧客への財又はサービスの提供における役割（本人又は代理人）を判断した結果、純額で収益を認識する方法に変

更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高

に与える影響はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は、それぞれ9,533千円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響はありません。
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